
►地域協創入門とは？

岩手大学の全く新しい履修コ ー ス
るにあたって必修となる最初のプログラムが
のコ ー ス履修を存分に活かせるように、

を身につけることを目的としています。

このプログラムで受講者は、未来の可能性を広げるために必要な視点、考
え方、ツ ー ルなどを学び、まずは受講—者自身の現—状の思考—や行動d)制限
から “ 解放土Zンロック ’'された状態を目指します。

受講生は、自分自身と周囲の世界をより良く理解し、行動につなげる方法を獲得
します。それを経ることでのシンプルな自己成長はもちろん、未来への洞察を高め 
ることができます。結果的に、受講者は、未来を切り開く力を発展させる準備を整

えることができるようになります。

►地域協創入門の特H数と鹿§ブ］

個性豊かな3人の講師を選んで14回のプログラム受講開始！

月曜5限講師

株式会社Wakey
客員准教授

高橋和氣

（たかはしかずき）盛岡市出身。新規事業立ち上げサポ ートの会
社経営、岩手県庁等の行政でのコーディネータ ー 、とマルチな顔
を持つ。南部鉄器の新プランドや、東京でのさんさ踊りコミュニ
ティ、盛岡のITテクノロジープラットフォ ーム、地域の商店街を盛
り上げるイベント等、ジャンルを問わず「新しいことを生み出す」

多様な経験をベー スに、岩手大学の学生の“やりたいこと ‘'をサ
ポ ートしていきたいと考えている。
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〈ガイダンス〉
社会と自分のつながりを知る
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イ ー ハト ー ヴ協創コ ー ニこを本格的に受講す
地域協創入［＂です。受講者が今後

らの」学びをデザインするための基礎カ

►このプログラムを受けると…… ？

*VUCA （変動性・不確実性・複雑性・曖昧性）の時代の特徴を理解できます。

＊多面的なスキルと柔軟性のあるマインドが重要であることを認識できます。

＊多面的なスキル を開発し、大学の専門課程に向けた準備を強化できます。

＊問題解決と振り返りのスキルが向上し、学びを深化させる能力を獲得できます。

水曜5限講師

地域協創教育センタ ー

特任教授

平尾清

（ひらおきよし）学術、公共政策、ピジネスのエキスパートとして活
躍。政策策定、ラーニング・デザイン、組織コンサル、アントレプレ
ナ ー育成などで実績を築く。エグゼクティプ ・ コーチとしても、地
域行政リ ー ダー／次世代ビジネス ・ リ ー ダーの成長をサポ ー ト。
2023年10月から地域協創教育センタ ーに参画。 『イーハトーヴ協
創コース』閉設に向けて、経験とネットワ ークを駆使。岩手の可能
性を信じて、学生の未来と地域の発展に貢献することを使命とし
ている。

〈ツ ー ル習得〉
考えて踏み出すためのツ ールを知る
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科目名：地 域協創入門
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域協創ラ

と教員と
ープ

月曜5限講師

地域協創教育センタ ー

副センタ ー 長・教授

今井潤

（いまいじゅん）東京都渋谷区出身。盛岡に来て30年。元々の専
門は化学だが、20年以上、産学官連携の活動を支援する仕宇に
携わっている。イノベ＿ ションや社会課題解決に興味があり、大
学発ベンチャー企業の支援や、地域と大学が関わるプロジェクト
の支援などを実施している。

〈グル ー プ演習〉
グルー プで新しいアクションヘ
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止コレクティブ ・ インパクト

tLフィ ー ドバックの重要性

YUCAの時代

且デザイン思考

立ダイバ ー シティ

止スタ ー トアップ

コミュニケ ー ション

且決断とアクション

口ィールドワ ーク

且ゼロからイ＿チをつくる

tLチ ー ムビ）ヒディング

tLプロジェクトマネジメント

且ビジネスと丞ラン元ーイア

ユァシリテ ー ション

＼迷っても大丈夫／

イ ー ハト ー ヴ協創コ ー ス
ラ ー ニングステップ

今、何が起きている？
自分を取り巻く状況と

社会をみつめて

観察するスキル
を手に入れよう！

今、何が必要？
自分と社会を観察

細かく分析して

老えるスキ）し
を手に入れよう！

今、できることは？
自分と社会の毎日を作り

守るための活動に取リ組んで

動くスキル
を手に入れよう！

今を良くするために
必要なことは？

自分と社会の現状を改善する
チャレンジに取り組んで

変えるスキル
を手に入れよう！

未来を創造するために
必要なことは？

より良い自分と社会の未来を
創造することにチャレンジして

創造するスキル
を手に入れよう！

対立を乗り越えるには？
自分を含めた社会の多様な価値観や

活動に可能性を見出して

共感し繋げるス会）ーし
を手に入れよう！

履修登録手続きはこちら

登録期間 4/9®~11® 
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受講者にはひとりひとり
ペーサーがサポー ト
「イ ー ハト ー ヴ協創コ ー ス」独自に設 定され
た現役社会人のサポ ー タ ー （メンタ ー ）を
rペ ー サ ー

」 と呼びます。ペ ースランナ ーのよ
うに受渭者の学びを伴走し支援する役割を
担います。心理的安全性を大切にしながら 、
受講者それぞれの学びを深める ための対話
型の支援を行 います。
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NPO法人SET
上田彩果

（株）TOLi MS 

片野友負

LGBTQ＋ユースの
保護者支援者

加藤麻衣

（一社）
IMPACT Foundation Japan 

神尾真大郎

紫波町商工観光課
須）II翔太

丞
（株）Re|lc

丹野渉

フリ ー ランス
手塚さや香

細田真理子

（独）都市再生機構
小上勇輔

（一社）いわて圏
佐藤柊平

NPO法人いわて
速携復興センタ ー

川原直也

NPO法人
環焼パートナーシyプし叱て

坂下慶夏

（株）カルティブ
竹村育貴

（合）ホームジカデザイン
玉木春香

manordaいわて（株）
幅下責文




